
 （１日目）１２月１９（水） 午前９時３０分から

質問順 質問議員 質問事項 答弁を求める者

1 大山由郎 災害弱者の命を守れ 町長

2 山口邦政 キッズ民営化で子育て支援の拡充策は 町長・教育長

環境にやさしい地中熱利用のエアコンを 町長・教育長

3 廣畑幸子 空き施設について 町長

イベント時のバリアフリーは万全か 町長

4 藤本一昭
風疹・肺炎球菌・インフルエンザ各予防接種の体制の強化を
図れ

町長

観光資源の活用と観光インフラの整備が必要である 町長

住民のライフスタイルにあった町づくりのために市街地の農
地の転用の迅速化を図り町の活性化を図れ

町長

5 門脇保文 多可町南玄関口の道路整備事業 町長

学校給食に牛乳は必要か　再質問 教育長

太陽光発電設置条例の見直し 町長

6 門脇敎蔵 人口減少について 町長

公共用地の有効利用について 町長

質問順 質問議員 質問事項 答弁を求める者

7 加門寛治 「子育てするなら多可町」？ 町長・教育長

8 笹倉政芳 災害復旧の円滑な工事実施に向けて 町長

工事設計書の情報公開は 町長

9 酒井洋子 暮らしを守るために町ができることは 町長

子育て世帯に国保税で応援を 町長

10 市位裕文 地域おこし協力隊の活用について 町長

11 橋尾哲夫 多可町老人クラブ連合会に部屋貸与について 町長

各老人クラブの加入勧奨について 町長

各単位老人クラブの補助金45,000円の復活について 町長

12 日原茂樹 議会にタブレットの導入を 町長

道路、橋梁の維持管理はできるのか 町長

平成３０年 第８９回多可町議会定例会　一般質問

 （２日目）１２月２０日（木） 午前９時３０分から





 

質 問 の 内 容 
 災害発生時に自力避難が困難な災害弱者といわれる高齢者や障がい者ら「要

支援者」の避難の在り方を定める「個別計画」の策定が、全国的に遅れている。 

 先の７月豪雨（西日本豪雨）で甚大な被害を受けた岡山県、広島県、愛媛県

の市町村の８割以上が、災害発生時に自力避難が困難な高齢者や障害者ら災害

弱者の支援先や避難先を定める「個別計画」を策定していなかった。 

 また、要支援者名簿は、２０１４年に施行された改正災害対策基本法で、全

国の市町村に作成が義務づけられた。  

 名簿を踏まえた個別計画は要支援者一人一人を誰がどこへ、どのように避難

させるか、具体策を自治体に求めるものである。  

 東日本大震災では多くの障がい者が亡くなった。特に宮城県の障がい者の死

亡率が住民全体の死亡率の約２倍に上り、犠牲者の半分以上を高齢者が占め

た。福祉防災学者は「宮城では、障がい者や高齢者が在宅で生活できる施策を

展開していたが、平時しか考えていない在宅福祉だった」と指摘した。障がい

者の「個別計画」には避難誘導だけでなく避難生活をどう支えていくかが重要

である。 

 個別計画の策定は義務ではないが、自力避難が難しい災害弱者にとっては命

を守る重要な計画だ。先進地のノウハウを取り入れたりするなど、困難ではあ

っても全員で知恵を出し合い本町でも策定を急ぐべきだ。また、未策定の理由

に個人情報の問題を挙げる自治体もある。最近策定したある自治体では、服用

する薬の種類など個人のプライバシーにまで踏み込むため、個別計画は申請し

た人に限っているが、しかしこの方法は支援が必要な人を見逃す可能性がある

のではないか。 

 総務省消防庁は、本人の同意なしに情報提供できるようにする条例の制定を

呼び掛けているが本町で検討はされているか。「明らかに本人の利益になると

き」など、情報の使い道を厳しく限定すれば問題は少なくなるのではないか。 

 これから先、高齢者や障がい者を災害からどう守っていくか。ことは生死に

関わる問題だ、本町も「弱者避難計画」等を策定しさらに踏み込んだ対応をす

べきだ。 
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